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れ
ま
で
活
動
し
て
き
た
演
奏
部

員
を
は
じ
め
、
会
員
の
皆
様
、

ス
タ
ッ
フ
、
お
客
様
な
ど
、
支
え

て
下
さ
っ
た
全
て
の
皆
様
に
敬
意

を
表
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は

「後
宮
か
ら

の
逃
走
」
を
お
届
け
致
し
ま
す
。

こ
の
作
品
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

五
大
オ
ざ
フ
で
あ
り
な
が
ら
演

奏
さ
れ
る
機
会
が
極
端
に
少
な

い
為
に
知
名
度
が
低
く
、
会
長

と
し
て
は
売
れ
行
き
が
少
々
心

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
日
頃
か

ら
何
か
と
ご
支
援
、
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

当
協
会
は
来
年
創
立
４０
年

を
迎
え
ま
す
。
日
本
国
内
を

み
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
長
く
定
期

的
な
活
動
を
続
け
て
い
る
団
体

は
稀
で
、
二
期
会
な
ど
の
大
規

模
な
と
こ
ろ
を
含
め
て
も
そ
の

数
は
十
数
団
体
し
か
な
い
と

伺
っ
て
い
ま
す
。

３９
年
前
、
故

小
野
浩
資
先
生
が
中
心
と
な
っ

て
設
立
以
来
、
様
々
な
困
難

を
乗
り
越
え
つ
、

徐
々
に
規

模
を
拡
大
し
な
が
ら
本
格
的
な

公
演
を
続
け
る
こ
と
が
出
来
た

の
も
、
多
く
の
方
々
の
ご
尽
力

の
賜
物
に
他
な
り
ま
せ
ん
。
こ

配
で
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
考
え
て
み
れ
ば
、

希
少
価
値
の
あ
る
公
演

で
、
し
か
も
内
容
は
間

違
い
な
く
魅
力
溢
れ
る

も
の
な
の
で
す
か
ら
、

皆
さ
ま
の
お
力
で
大
い

に
宣
伝
を
し
て
頂
き
、

是
非
、
公
演
を
成
功

さ
せ
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

皆
さ
ま
、
今
後
と
も

ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
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「
こ
う
も
り
」

仙
台
オ
ペ
ラ
協
会
芸
術
監
督

昨
年
度
の
第
３８
回
本
公
演

は
、
当
オ
び
フ
協
会
に
と
っ
て

・８
年
振
り
と
な
る

「フ」
う
も

り
」

（ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
Ⅱ

作
曲
）
で
し
た
。
両
日
合
わ
せ

て
１
７
４
０
名
程
の
方
々
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、
大
変
華
や
か

な
楽
し
く
美
し
い
舞
台
を
皆
様

に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
事
が
出

来
ま
し
た
。
こ
れ
も
指
揮
の
本

多
優
之
先
生
と
演
出
の
梶
賀

千
鶴
子
先
生
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
良
さ
が
全
体
に
浸
透
し
た
お

か
げ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
梶
賀
先
生
の
劇
団
の
方
々
の

最
大
限
の
ご
協
力
も
受
け
て

盛
会
一果
に
終
わ
り
ま
し
た
。

ア
イ
ゼ
ン
ン
ュ
タ
イ
ン
の
佐
藤
一

昭
さ
ん
を
初
め
と
し
て
た
く
さ

ん
の
佐
藤
さ
ん
方
に
客
演
を
い

た
だ
き
、
ま
た
第
２
幕
の
途
中

に
は
オ
ざ
フ
協
会
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
た

り
、
約
４０
名
の
合
唱
と
Ｓ
Ｃ
Ｓ

ミ
ュ
ー
ン゙
カ
ル
研
究
所
の
皆
さ
ん

に
よ
る
ダ
ン
ス
も
加
わ
り
楽
し

さ
満
載
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。
加
え
て
今
回
の
日

本
語
の
歌
詞
は
古
澤
利
人
さ

ん
に
よ
る
も
の
で
、
新
鮮
な
響

き
で
お
聴
き
い
た
だ
け
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
帰
り
い
た
だ
く
と
き
の
皆

様
の
笑
顔
が
公
演
の
成
功
を
証

明
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
曰

～
東
日
本
大
震
災
復
興
応
援
公
演
～

オ
ペ
ラ
「双
子
の
星
」共
催
公
演
字
こ

亥
硫

）面

蓼

演出家から

「こうもり」
の演出を終えて

昨年の今頃「こうもりは自力で飛行できる唯 ‐の哺予L

類Jだということが気になりながら稽古場におりました。

喜劇である故とにかくお話の内容とメッセージを伝える演

出に注力。出口のない原語主義や原典主義などのこと

はこの際うっちゃって、日本語 L演のメリットを引き出すよ

うに気をつかいました。こうもりという作品、簡単に言えば

「陽気に人生を楽しもうJと謳うわけで、指揮者、オーケ

ストラ、歌手のみなさんと共に人生を楽しむ時間を共有で

きたことに感謝しています。終演後アンケートで「お話が

わかった、眠らなかった、おもしろかったJなどと客席が

楽しんでくださったことを知り、嬉しく感じた公演でした。

梶賀 千鶴子

出演者のコメント

“アデーレ "

を演じて

今回、念願のアデーレ役を演じることができ、幸せで

した。役のキャラクターが自分と一体となり、表現する喜

びは、他に代わるものがありません。でも稽古が進むに

つれ、以前に描いていたアデーレ像とのギャップ、喜劇

の難しさ、セリフと歌の発声のバランス、インペクの仕事 (ス

ケジュール調整)との両立等で、葛藤の日々 でした。た

だ現在、「後宮からの逃走」のブロンデ役にチャレンジし

ていますが、あの時悩み、苦労した事が、今の自分の

新たな引き出しになっていることに、改めて気づかされて

います。ご指導して下さった先生方を始め、ご一緒して

下さった皆様、本当にありがとうございました。

森 明子

つ6両戸 憚 b砕
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～仙台オペラ協会が、ついにモーツァルト5大オペラを制覇～

や
は
リ
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
は
凄

い
―
稽
古
で
の
休
憩
中
、
気
が

付
く
と
こ
の
作
品
の
何
か
し

ら
の
役
の
ア
リ
ア
を
回
ず
さ
ん

で
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
オ

ペ
ラ
は
ど
の
役
も
魅
力
的
で
、

そ
れ
ぞ
れ
に
す
ば
ら
し
い
曲

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
ら
し
い
楽
し
い
重
唱

も
聴
き
所
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

五
大
オ
ペ
ラ
の
１
つ
と
さ
れ
て

い
る
の
に
、
国
内
で
の
上
演
は

極
め
て
少
な
い
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
演
目
を
仙
台
で
上
演

で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。

そ
し
て
、
指
揮

・
演
出

の

末
廣
先
生
も
や
は
り
凄

い
―

マ
エ
ス
ト
ロ
に
は
こ
れ
ま
で

に
も
何
度
も
本
公
演
に
お
い

て
指
揮
を
振

っ
て
い
た
だ
い

て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
演

出
も
引
き
受
け
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
マ
エ

ス
ト
ロ
の
稽
古
を
受
け
る
た

び
に
、
オ
ペ
ラ
の
魅
力
を
再

確
認
し
、
人
間
の
も

つ
魅
力

に
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

９
月

の
公
演
で
は
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
が
作
品
に
込
め
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
加
え
、
私
た

ち

が

マ
エ
ス
ト

ロ
か
ら
教

わ

っ
た
こ
と
が
、
ご
来
場

い

た
だ
い
た
お
客
様
に
伝
わ
る

よ
う
、
さ
ら
に
稽
古
に
励
み

ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

（野
崎

記
）

プロフィール

東京藝述大学音楽学部声楽科卒業。」シュトラウ

ス「こうもり」アルフレード役、Fレハーリレ「メリー・ウィ

ドウ」カミーユ・ド・ロジョン役、その他にモーツァルト

「レクイエム」、藝大合唱定期演奏会Bブリテン「戦

争レクイエムJのソリストを務める。現在、東京藝術

大学大学院音楽研究科修士課程声楽専攻(独

唱)2年在学。これまでに、岩瀬りゅう子、ALラン

ティエーリ、佐藤淳一、吉田浩之の各氏に師事。 佐 藤

この作品はキャラクターひとりひとりの人間ドラマが見所のオペラです。
フィナーレを迎えるまでの人間の成長をうまく描ければと思います。

プロフィール

国立音楽大学大学院音楽研究科修士課程声

楽専攻ドイツ歌曲コース修了。これまでに声楽を

伊藤絢子、伊藤勲、佐藤峰子、澤畑恵美の各氏

に師事。第25回 奏楽堂日本歌曲コンクール歌

唱部門入選、第20回友愛ドイツ歌曲コンクール

において奨励賞を受賞。これまでに「フィガ回の

結婚」「こうもり」モーツァルト「レクイエム」「第

九」などのソリストを務める。 宮西 ―弘

今回出演のお話をいただき、本当に感謝してお↓ります。故郷の東北
でオベラができる喜びを噛み締めて、精一杯頑張ります!!

日田因■■□日日日■

コメント

オペラを指揮していると、どうしても演出の範疇

に立ち入らねばならない。音楽が求めている事

は、そのまま演技に反映すべきだし、見いだせない

ものを勝手に加えてはいけない。私にとってオペ |
ラは音楽だ。だからいつも身の程もわきまえず口を '
出し続けて来た。いつかはこんな日が来るとは

思っていたが、とうとう両方やれと言われてしまっ

た。それも初めてやる作品で、しかも愛すべきモー

ツァルトだ。もはや若気の至りと逃げられないし、も

う若くもない。しかし初めこそ五里霧中だったものの、ある日スラスラとアイデア

が浮かび、頭の中で登場人物が動き始めた。問題は作品の求めるレベルまで

歌や演技を引き上げられるかだ。今私は無力さをとことん見せつけられている。
「後宮Jに はその後の四大オペラヘの道が示されている。「罪J「贖罪Jそし

て「寛容」。この作品の「高み」まで私は手が届くか。本番まであとわずか、私は

歌い手達と苦闘せねばならないようだ。

末廣 誠

Hatred only bears hatred太 守の

この言葉を私も大切に本番までの日
々を精進いたします。皆さんお誘いあ

わせの上、濠1場にお越し下さい 。

大きな舞台に立つ機会を与えてい

ただいて、感謝の気持ちでいっぱ

いです。ブロンデという人になりき

れるように頑張クリます。
_フElンデ役

及川
‐
亜紀子
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鰤 蘇尊鵞
｀
ぼ 薔

｀
ぼ 蔭

７
月
１３
日

（
日

）
グ
リ
ー
ン

プ
ラ
ザ
仙
台
ア
ク
ア
ホ
ー
ル
に

て
プ
レ
企
画

「オ
び
フ
ヘ
の
招

待
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
一

部
は
作
曲
家
で
め
ぐ
る
世
界

旅
行
を
テ
ー
マ
に
し
た
ガ
ラ
コ
ン

サ
ー
ト
。
第
二
部
は
指
揮

・

演
出
の
末
廣
誠
先
生
に
よ
る

解
説
付
き
で

「後
宮
か
ら
の

逃
走
」
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
を
演
奏

致
し
ま
し
た
。
ど
ち
ら
も
楽
し

い
進
行
に
笑
い
も
あ
り
、
最

後
は
ブ
ラ
ヴ
ォ
ー
の
声
も
あ
が

り
ま
し
た
。
足
を
お
運
び
下

さ
っ
た
皆
様
の
あ
た
た
か
い
拍

手
を
励
み
に
し
て
、
本
公
演

も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（松
本

記
）
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11期 生報告 12期 生報告 13期 生報告

女声 4名 の研究生が集まりました。テキスト

は、モーッァルト「フィガロの結婚 Jよ り。伯爵

夫 人:長 門由江さん、スザンナ:大 橋絹栄さ

ん、ケルビーノ:野 替梨沙さん、マルチェリー

ナ:り |1口 真莉さんの前期は日本語訳、コンサー

ト形式で、後期は同じ場面を原語で、演技を

つけて演奏します。 (文責:鈴木 誠 )

13期研究生プロフィール

去る3月 15日 、11期生は、2年 間の最後の合同

発表会で「こうもりJの 冒頭から2重唱、助演の

野崎さんを加えて三重唱を演奏しました。高嶋

さんは、少々動きや顔の表情に硬さがあったの

ですが、アデーレ役で表情が明るくなリキャラク

ターの表現の仕方を学んだのではないかと思

います。丹野さんは、ロザリリンデ役で落ち着い

た大人の女性を表現していました。お、たりとも日

本語の台詞の間やステージの立ち位置、すき

間の使い方等良く研究され、オペレッタとして

楽しい一場面を作り上げ大変良く演じていた

と思います。歌にも、伸びやかさが感じられまし

た。2年 間で学ばれたことを今後の活動につな

げていってほしいと思います。(文責:佐藤 順子)

1年 次は「フイガロの結婚 J2幕 冒頭部分を

研究した。3月 の発表会では、多くの自主練

習を行った成果が顕考にあらわれ、非常に

完成度の高い演奏と緻密に組み立てられた

演技力を披露した。現在は、今年度準会員

となった松岡さんを助演に、チマローザ作曲

「秘密の結婚」1幕 の三重唱に取り組んで

いる。各自のソロを含む難易度の高い三重

唱で、姉妹のけんかに叔母が絡み3人 の個

性がぶつかり合う曲である。喜劇を成立させ

るためには明瞭な個性を演じ分ける力が必

要なので、各々の性格を表現するための歌

唱表現・演技に重点を置いて研究を続けて

いるところである。 (文責:應和 恵子 )

宮城県石巻市出身。宮城

教育大学初等教育教員

養成課 程 音楽 コース卒

業。現在は宮城教育大学

大学院教育学研究科音

楽教育専修に在学中。声

楽を應和恵子、相澤優子

の各氏に師事。

宮城学院女子大学学芸

学部音楽科声楽専攻を卒

業。これまでに、坂本知亜

紀・佐藤順子各氏に師事。

cantiamo 1loperaと いう

オペラサークルに2年 間

在籍し、演奏会に出演。

国立音楽大学声楽科卒

業。ピアノを中村 由比子

氏に、声楽を小野邦代・佐

藤順子の各氏に師事。リ

サイタル等、各種コンサー

トに出演。仙台・塩竃市内

にて後進の指導にあたっ

ている。仙台シューマン協

会会員。

仙台市出身。声楽を佐藤

明子 ,中 村浩子に師事。仙

台少年少女合唱隊 ,宮 城

県第二女子高等学校音

楽部を経て、現在仙台放

送合唱団で演奏活動を継

続 している。2000年 、

2013年 にオペラ「遠い

帆」ιこ出演。東北薬科大

学在学。

川口 真莉

大橋 絹栄

春のインテリレメッツォ2014
セロ弾きのゴーシュ・ガラコンサート報告

２
月

２２
日

・
２３
日

の
２
Ｈ

間

に
、
Ａ

・

Ｂ

・
Ｃ
の
３
回
公
演

と
な
っ
た
春
の
イ
ン
テ

ル
メ
ッ
ツ
ォ
。
第
１
部

は
ガ
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
、

第
２
部
は
林
光
作
曲

マ

ロ
弾

き

の
ゴ

ー

シ
ュ
」
で
し
た
。
今
回

の
演
出
は
１
９
９
５

年
の
公
演
の
リ
メ
イ
ク

で
し
た
が
、
大

き
な

変
更
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
指
揮
者
が

い
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
こ
れ
に
は
我

々

出
演
者
も
苦
労
し
ま

し
た
。
記
録
的
大
雪

の
た
め
に
稽
古
が
中

止
に
な
っ
た
り
、
ギ
ッ

ク
リ
腰
の
た
め
に
稽
古

に
参
加
で
き
な
か
っ
た

出
演
者
が
い
た
り
と
、

稽
古
で
は
色

々
な
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
が
、

公
演
当
日
は
、
大
人

も
子
ど
も
も
楽
し
め

る
良

い
舞

台
に
な
り

ま
し
た
。
（野
崎

記
）

野替 梨沙
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―
等 平成 26年度定期総会開催 0“

去る6月 14日 (上 )ホ テル法幸クラブlL台

において平成 26年度定期総会が開催さ

れ、全議案異議なく承認されました。平成

25年度収支決算は、会費・寄付金等予想

以上に収入があったことなどにより黒字に

なりました。

総会終 了後は「フレンドリーバーティ&コ

ンサートJで 楽しい時 1出 を過ごしていただ

きました。

平成 25年度事業報告 (主 なもの)

5月 18日

7月 14日

8月  1日
9月 78日
9月 2]日

10月 5日

10月 31日

11月 8日

12月 21日

2月 2223日
3月 16日

3月 25日

第2回役員会 定期総会

「オペラヘの招待Jコンサー ト公演

会報第39号発行

第38回公演「こうもりJ

泉マルシェ「オペラライヴ」に出演

せんくら :椿姫八イライ ト」に出演

ナザレト愛児園他復興コンサー ト出演

登米市立石森小学校  〃

旭ヶ丘市民センター 〃

春のインテルメッツォ2014公演

第 1]12期研究生後期合同発表会

第5回役員会

仙台オペラ協会平成25年度 収支決算書

業 務 受 託 料

受 取 利 息

雑収入・未収金

付

〈決算額〉
619,200

4,434,002
摯摯碁.00●

摯71,6儘■

黛,導摯7.4嚇参

270.(〕警{〕

10,797,145
9,●魯4,77移

1,71繊 ,議ザ●

1,239,400
900,000

6,600,000

410,500
1,432,139

196
815,700

考〉〈備

本/AN演等臨時会費含む

フ
゜
ロク

｀
ラム広告収入

宮城県文化振興財団

芸術文化振興基金 350万円

仙台市市民文化事業団 160万円

花王科学・芸術財団 50万円

カメイ社会教育振興財団 40万円

三菱u]1言託芸術文化財団 60万円

「せんくら」公演出演他

義捐金、こ祝儀等

総会時コンサート会費等

収 入 合 計 27,248,282

平成 26年度事業計画 (主 なもの)

6月 14日 役員会 定期総会

7月 13日  「オペラヘの招待Jコ ンサー ト公演

7月 27日  FNSの 日27時 間テレビに出演

8月 1日 会報第40号発行

9月 ]415日 第39回 公演「後富からの逃走」

10月 14日  第 12]3期 研究生前期合同発表会

3月 78日  オペラ「双子の星」共催
/AN演

3月 第 1213期 研究生後期合同発表会

3月末 第四回役員会

各種の出演依頼には積極的に応じて行く

会員加入の促進に努める

財政基盤の強化に努める

新役員紹介

目〉

費

費

費

費

費

費

金

費

費

費

費

費

費

費

課

費

費

費

費

費

賃

費

金

料

料

費

金

済

費

演

楽

芸

場

借

台

　

赫

刷

録

は

信

］

魏

は

導

議

嚇

搬

綱

　

赫

　

・ ス

ロ

　

嘲

櫛

備

出

音

文

会

賃

舞

謝

事

印

記

福

通

水

旅

租

広

会

制

運

消

家

事

賃

り

支

雑

前

借

予

(予算額〉
4,760,000
1,150,000
1,440,000
2,710,000
490,000

5,900,000
370,000
75,000

1,062,000
400,000

2,000
300,000
170,000

1,755,000
200,000
700,000
330,000
300,000
120,000
10,000

250,000
240,000

2,414,000
250,000
40,000
100,000
50,000

0
74,198

支 出 合 計 25,662,198

会 長 藤崎三郎助

副会長 ―力 雅彦

〃 亀丼 淳―

理 事 相沢 光哉

〃 姉歯けい子

〃 大 泉 勉

〃 應和 恵子

″ 片岡 良和

〃 佐藤 淳一

〃 鈴 木 誠

〃 高野 光子

〃 八 木 洵

監 事 月員谷 員人

〃 三島 卓郎

顧 間 亀井 昭伍

〃 青木 茂之

事務局長 庄子 真希

藤崎代表取締役社長

河北新報社代表取締役社長

カメイ専務取締役

富城県議会議員

オペラ協会演奏部会員

富城教育大学名誉教授

オペラ協会演奏部会員

作曲塚 住職

オペラ協会漢奏部会員

オペラ協会演奏部会員

ホテルベルエア会長

エイトリー ネi長

税理士

弁護士

前オペラ協会会長

前オペラ協会副会長

編集作業を進めながら、本公演「後官」の稽古。さらにフジテレビ27時間テレビに出演が決まり、「オペラSMAPJの 練習。本職をこなしながら、

このスケジュールはかなりきつい。「オペラSMAPJの 稽古中、メンバーから「ア～楽しい !」 の一言。どの仕事も基本 “楽しく "。 楽しくないと

いいものができないのは共通しています。 (鈴 木 誠 記)

平成26年度収支予算書

〈科 目〉

前 期 繰 越 金

会  費  計
(個 人 会 費 )

(法 人 会 費 )

(演 奏 部 会 費)

(研 究 生 会 費)

入 場 料 計
(本  公  演 )

(イ ンテルメッツォ)

広  告  費

共  催  金

助  成  金

〈予算額〉
599,698

4,000,000
1,200,Oθ 参

500,●参tl

倉̀
●
攀奪̀

攀
奪O

3f10.●ф奪

8,743,000
率,ア 43.● tl奪

拳

1,500,000
2,500,000
5,200,000

業 務 受 託 料   500,000
寄     付  1,500,000
受け取り利息     500
雑収入・未収金  1,119,000

収 入 合 計 25,662,198

〈備 考〉
指揮、オーケストラ演奏料等

稽古ヒ
゜
〃、楽譜代等

演出、舞台監督費等

公演会場費

稽古場借料等

大道具、照明、音響費等

原稿代等

チラシ、会報等印刷代

記録写真、録画代等

郵便費等

事務局用

出演者交通費、ホテル代等

消費税、印紙代等

新聞広告、ポスター掲示等

総会費、役員会経費等

スタッフ弁当代等

大道具運搬費等

紙代、テープ代等

事務局家賃

事務協力員経費

事務局員人件費等

コピー機リース料

銀行振込手数料等
/AN演

時卜・リンク]―ナー経費等

会場借り上げ費等

長期借入金返済

出

音

文

会

賃

舞

謝

事

印

記

福

通

水

旅

租

広

会

制

運

消

家

事

賃

り

支

雑

前

借

予

一支

費

費

費

費

費

費

金

費

費

費

費

費

費

費

課

費

費

費

費

費

賃

費

金

料

料

費

金

済

費

一計

Ｄ
　

　

　

　

　

　

　

□叩
　

　

生

　

熱

通

公

伝

　

経

　

口ｍ
　

託

　

ス
数

　

払

返

　

一合

演

楽

芸

場

借

台

　

用

刷

録

厚

信

光

交

　

由量

峨
諸

搬

　

　

委

　

　

手

　

未

金

備

一

僻
　

　

　

　

　

　

　

務

　

　

利

　

道

費

税

告

　

作

　

耗

　

務

　

．
払

　

期

入

　

一出

〈決算額〉
5,184,000
739,746

2,042,327
2,899,500
417,545

6,188,514
328,750
79,481

1,138,725
454,250

0
331,782
150,776
801,850
185,300
655,850
320,359
301,525
120,000

9,914
248,939
240,000

2,485,000
242,148
42,415

205,388
234,500
600,000

0

26,648,584

☆会費納入の|お願い☆■木年度会費が未納|の1方は●お早めに納入くださt‐ まヽすようお願いいたしますも


